
 

  

こんにちは。歯科衛生士の井戸です。 
日中はまだ夏の名残を感じますが夜はだいぶ涼しくなってきましたね。皆さまお変わりなくお過ご
しでしょうか。 
さて今回は歯科の立場からの新型コロナウイルス対策についてお伝えします。口腔内の衛生

状態が悪いとコロナの重症化リスクが高まるといわれています。歯茎が腫れていると感染しやす
いのはもちろん、舌に付着している「舌苔」にもコロナウイルスが付着しやすいといわれます。舌
苔(ぜったい)とは、舌の表面にある凸凹に口腔内の細菌が堆積して苔（こけ）状になったもので
す。口腔内の皮膚がはがれてできた垢・食べもののカス・唾液の成分・細菌・微生物などが溜ま
って形成されます。 
舌苔が発生するのは病気ではありません。ただ舌苔が原因となって口臭がしたり、ほかの病

気につながったりするのは避けたいです。舌の表面はデリケートなのでやさしくお手入れする必
要があります。歯周治療やメンテナンスの時に正しいお手入れの仕方をお伝えします。 
歯磨きやフロス、歯間ブラシ、舌磨きなどのおうちでのお手入れと歯科医院でのメンテナンス

の両輪でコロナなどの感染を予防していきましょう。 
そしてコロナに負けない免疫力をつけることがとても大切です。免疫力の 70%は腸から作ら

れるといわれています。腸内環境を整える食物繊維、野菜、豆類、ネバネバ系食品、オリゴ糖を含
む食品を積極的に摂りたいものです。当院には管理栄養士も在籍しておりますので何なりとお
尋ねください。 
 
歯科衛生士 井戸美和 
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